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東北大学 Hn10P 〔田 帥 鹹 璽y1D     P  皿 ）装置で は 、準定常 MPD ア
ー

クジ ェ ッ ト（MPDA ）に よ

り高速 ・高ベ ー
タの プラ ズマ 流を生成 し、ア ンテナ励起に よる大振幅アル ヴ ェ ン 波 や電磁流体渦の

励起実験 を行 っ てい る。

　本研究で は、図 nの ようにポ ロ イ ダル磁煬印加コ イル を内蔵 したMPDA の放電電 流 をパ ル ス 的に

流 し、同軸 ガ ン モ ードで 動作させ た。通常の外部 磁場印加型の MPDA で は、印加 した磁力線を横切

っ て放電 電流 を流 して い るが、本報告で は 、MPDA の陽極を大口径f匕し、ポロ イダル磁力線に沿っ

て放電電流 が流 れる ように して ある 。

　今回は まず、外部
一
様磁場 に対 して ポ ロ イダ ル 磁場 を反転 させ た場 合 （カ ス プ型 の ヌ ル 点が

MPDA 下流 4cm 付近 ）に つ い て 実験を行っ た。この 場合、放電電流に よ っ て 自己誘起された トロ

イダル 磁場 恥 とプラズマ 流 の 圧力が 大 き くなる と、内蔵コ イル に よ り生成 された電極前面の ポ ロ

イダル磁力線が引 き伸ば され．、電磁流体渦 （ス フ ェ ロ マ ッ ク ）の 形 成が期待 され る。 渦の形成と

安定性条件が 研究目的で ある。図 2 に示すよ うに 、準定常ポ ロ イダル磁場の減少塒 に パ ル ス プラ ズ

マ を点火 した。放電部から下流 Z＝103cm，X ＝2  に 設置 された磁気プロ
ー

ブに よ り測定 した径方向

磁場 変動 は、放電開始直後に 内向きで その後外向きに なっ た。軸方向磁場変動は外部磁場と逆方向

であ る。これが、リコ ネ クシ ョ ン して 生成され た電磁流体渦で あるかどうか現在確認実験中で ある。
ポ ス タ

ー
で は、測定され た空間構造 につ い て報告 を行う。
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図 1MPI ）アークジ ェ ッ トの断面と電極近傍の 磁場構造

20

冒
　

　

0

　

　

塗

ε》
m
ぐ

　 40

　 　 0　　　　 　 0．2　　　　　 0．4
　　　　　　　　Time ‘ms ｝
図 2 下流〔Z・・1030rnX＝lan ）で測定された磁場変動
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東北大学の HITOP （Hlgh　density　TOhoku 　Plasma ）装置で は、アル フ ェ ン波の 非線

形 現象 と 電磁 流体渦 構造の 形 成の 関係 を調 べ る こ と を 目的 として 実験を行っ て い る。

励起 に は 図 1の ように ロ ゴ スキ
ー

型コ イ ル とループ型 コ イ ル を組 み 合 わ せた ヘ リシ

テ ィ ア ン テ ナ を用 い て お り、双 方に ア ル フ ェ ン 波領域 の 周波数の 振動電流を印 加す る

こ とで、ス フェ ロ マ ッ ク のよ うな 構 造 を 持つ 磁 場変動を誘起する こ とが期待され る。

　 こ れ まで 、ルー
プ型コ イル に 準定常電流 を流 し、一

様磁 場に様 々 な 向 き と大 き さ

の ダ イポール 磁 場 を 重 畳 し た 磁 場配位中で ロゴ ス キ
ー

型コ イル に よ る m ＝ 0 の シ ア

アル フェ ン波を励起し た結果 、外 部 磁 場 との 比で約 2％程度 の 励起が 確認され た。こ

れ は 、従 来 の 方法 と 比較し て 1 桁以 上 大き い   。ロ ゴ ス キ
ー

型 コ イル とループ 型 コ

イル 双 方に 振動電流を印加し た 実験 にお い て は 磁 場 変動 に 2倍の 高 調波成分が 確認

され たが 、こ の 現象はループ 型コ イル の み に 振動電流を 印加し た 実験で も観 測 され

た 6 そ の とき の誘起磁 場 の x −z 分布 （図 2）ば 、プ ラ ズ マ 流速程度で 流れる渦 の よ う

な 構造を 持つ こ と を示唆 して い る。詳細 は講 演 に て 発 表 す る。
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図 1 ： ヘ リシテ ィ アンテナとス フ ェ ロマ ッ
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図 2 ：2 倍高調波観測時の x −z 平面上の

　 　 渦構造
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